
　　　　　は飲酒運転をして交通事故を起こし
　　　　　てしまいました。
　　　　　その日はとても重要な仕事があり心
身共に疲労した状態で帰宅しました。とりあえ
ず夕食をとりながら、だらだらとビールを飲ん
でいました。これ以上は言い訳になってしまう
ので言えませんが、結果的には、
「もう夜も遅いし車の通りも少ないだろう、交通
量の少ない道なら大丈夫だろう、この位量を飲
んでも運転に変化は無い」
という勝手な思い込みで運転をしてしまったの
です。
家を出て数百メートルの辺りにある小さな交差
点を左折した瞬間、少しの違和感を感じたので
すが「ポールに触ったかな」と思う程度だった
のでそのまま進んで行くと、急に後ろから猛ス
ピードの車が迫って来ました。私は恐怖を感じ
ドライブレコーダーを注視してしまいました。
走っていた道路が左カーブで、気づいた時には
左ドアをアパートのフェンスに衝突してしまっ
たのです。その瞬間、頭の中が真っ白で
「どうしよう。飲酒運転で事故を起こしてしまっ
た。取り返しのつかないことをしてしまった」
と思いました。さらに追ってきた車は、私が交
差点を左折する際に車のサイドミラーが接触し
たため追いかけて来た車だったのです。言われ
るまで全く気が付きませんでした。
（後から考えると、どれ程判断力が鈍っていたの
か…とあきれるくらいです。）
しばらくしてパトカーが現場に来て…。それか
らは悪夢の様な時間が流れ、「人身事故じゃなく
て良かったね。」との警察官の言葉に、本当にそ
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のとおりで、後遺症が残る怪我や死亡事故に
なっていたらと考えると、背筋が凍る思いでし
た。
事故を起こして、初めて「飲酒運転」という事
の重大さに気づきました。何故、こんな事が分
からなかったのだろう。酔いとはこんなにも判
断を間違わせる。そして、事故をしたことがな
いという過信の恐さ。初めて身にしみて理解す
ることが出来ました。
「自分で飲酒のコントロールが出来なければ、
こんなことを繰り返したら人生をもうやり直せ
ない」
と深く思いました。当然ですが家族にも大きな
ショックを与えてしまい、深く反省はしていた
のですが、家族関係はギクシャクしてしまい、
私は精神的不安定となってしまいました。この
生活を改善しなければいけないと、強く感じ禁
酒外来に通院を始めました。
今回の講習において、カーブで速度を落としき
れていないことや、交差点や見通しの悪いとこ
ろでの徐行、ハンドルのポジション、乗車姿勢
について指摘を受けて、気付かされた自分の悪
い運転の仕方を改めて直していきます。
シミュレーション運転では、いかに飲酒による
影響が大きく、コントロールが困難になるかを
実感しました。

代会社員／飲酒60

私

もう一度免許を取るにあたり、
「相手を思いやる精神とテクニック、
交通規則に乗っ取った運転をする」
ことを誓います。

通 り 慣 れ た こ の 道 で
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起 き た 事 故
起こるべくして
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　　　　日間の講習を受けて、改めて今まで
　　　　の運転を振り返り、起こるべくして

起こした事故だったのではないかと
痛感しました。
いつも通い慣れた通勤路。朝方、時間も早く車
も人通りも少ない時間帯の点滅信号の交差点。
自分の進行方向は黄色点滅でしたが、徐行する
ことなく約50Km/hくらいで交差点に進入し、
左側から来たバイクと衝突しました。
その際、私は車を止めることなく、その場を離
れました。
結果、相手の方は亡くなり、私は実刑判決が下
されました。
正直なところ、当時の私は少なからず判決に不
満を持っていました。しかし、刑務所に行った
ことで、考え方がものすごく変わりました。
なぜなら、私が受刑者として行った刑務所で、
交通事故被害者遺族の会の方々と話しをする機
会があり、そこで初めて遺族の気持ちや生活環
境の変化などにつて知ることができたからです。
自分自身の交通事故のご遺族ではないにしろ、
厳しい言葉も言われましたし、励まされもしま
した。
その中で、「運転免許の再取得」についてはもの
すごく悩みました。家族にも相談しましたし、
ご遺族には伝えるべきかなど、弁護士とも相談
しました。
自分の中では、免許がいらない東京での新しい
生活も考えましたが、金銭的に難しかったこと
もあって、欠格期間が過ぎても地元から離れず

生活し、また講習も受けていませんでした。
ただ現在、仕事で実習が始まり、その実習先が
遠いことから、これを機に受講して運転免許の
再取得をしようと思いました。
事故当時、運送関係の職に就いていたこともあ
り、私生活の運転でもスピードを出すこと無く、
周りからは「安全運転だ」とよく言われていま
した。
他のこともですが、自分で自信があることには、
「絶対に自分なら大丈夫」という過信した気持
ちを持っていました。
また、何事にも順応するのが速い方で、慣れる
と調子に乗るタイプでした。過信や慣れからく
る慢心により、今回の交通事故は起こるべくし
て起こしたのだと、当時を振り返り、本当に思
います。
今回の講習で行った適性検査の結果でも、同じ
ようなことが書かれていました。
また、シミュレーターでの単純反応検査では、
「反応速度が遅い」という結果でした。
これらの結果を踏まえ、時間だけではなく「精
神的にもゆとりが持てる生活」を心掛け、安全
な運転ができるようにならなければいけないと
思いました。

２

「いつ自分がまた加害者になるかも知れない。
被害者になるかも知れない」
という危機感や緊張感を持って、
今後の安全運転に臨んでいきたいです。

代医療関係者／死亡ひき逃げ30
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家 族 の 言 葉
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　　　　　は、16歳になってすぐ中型自動二輪

　　　　　免許をとりました。昔から暴走族に

　　　　　は憧れを持っていて、暴走族になる

なら運転免許はいらないと思っていました。

しかし、親に「免許を取ってからバイクに乗り

なさい。」と言われていたことから、運転免許を

とることにしました。免許とバイクがそろった

途端、仲間達と暴走族を立ち上げ、毎日道路を

暴走していましたが、それも長く続かずおまわ

りさんのお世話になることになりました。

「暴走行為」で免許が取消になり、免許がなくな

ると乗り物に乗れないので、買い物や友達と遊

ぶことがかなり不便になりました。また、たく

さんの人にかなりの迷惑をかけてしまったと思

いますが、特に親には、本当に迷惑をかけました。

免許を取るためのお金などを出してもらったに

もかかわらず、自分の身勝手な行動で免許取消

になってしまったのですから…　

あと、誰もが寝ている真夜中にバイクを吹かし、

道路で暴走行為をしていのですから、他人様に

も大きな迷惑をかけていたことでしょう。

おばあちゃんには

「ちゃんと自分で免許を取って、ちゃんと自分で

車を買って、自分で会社に行けるようにならな

いと、しっかりした大人になれない。」

と言われました。この言葉で目が覚めケツに火

がつき本気で免許を取ろうと決意しました。今

まで人の助手席ばかり乗っていたので、周りな

んて全然気にもしませんでしたが、講習を受け

たことで今まで気付かなかった事が沢山あるこ

とを学びました。

「煽り運転」は本当に危険で、もっとも身近な
事を身に染みて再確認いたしました。

Ｐ．Ｓ
もう3回目の取消講習は絶対来ません。

僕

運転免許を取得したら、
運転の時は普段の気持ちで乗らず、
「気持ちを入れ替えて運転」し技術などを高めて、
ずっと初心の気持ちで運転ができるように
心掛けていきます。

代会社員／共同危険行為20
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ど うか…
生きてほしい

　　　　　は、ドライバーとして、やってはい
　　　　　けない交通事故を起こしてしまいま
　　　　　した。赤信号を無視して人をはね、
死亡させてしまいました。原因は、私の前方不
注意による交通事故です。助手席にある物に気
を取られてしまい、前を見ずに気がついたとき
には、信号機が真上を通り抜けており、交差点
の中でした。
赤信号には気付いたのですが、ブレーキを踏む
タイミングが遅かったことで、右方向によける
ことしかできず、相手も同じ方向に渡っていた
為、車の正面で衝突してしまったのです。
私はぶつかった後、車を降りてすぐに救護に向
かいました。相手は、頭から血を流し、とても
苦しそうでした。「どうか生きていて欲しい。」
そう思いながらも頭がまっ白でしたが、逃げる
という選択肢は私にはありませんでした。
「人が苦しんでいる。人を傷つけてしまった。」
そういう状況なら、逃げずに自分に向き合い救
護すること、相手に生きていて欲しいという思
いを優先するべきだと本気で思いました。
事故後の処理を怠ると、今後の人生は、思って
いる以上に悲惨なものになってしまう。同じよ
うな交通事故でニュースになって流れているの
を、思い出したのです。自分の名前、地元、仕
事など全てが分かってしまい、今の生活ができ
なくなってしまう。
でも、逃げずにこの交通事故に向き合えたから
こそ、今、地元で生活していられるのだろうと
思います。

「世間は思っている以上に冷たい」
と言われてきましたが、人の考えはそれぞれで
す。厳しい声や励ましの声もたくさんありまし
た。しかし、当時の自分は温かい人の声も聞か
ず、「この苦しみは自分にしか分からない、み
んなに何が分かる」と思った、とても小さな人
間でした。
私は、この事故の罪を償うために刑務所に入り
時間を掛けて
「もっと人を信頼しよう、もっと頼って良いの
だ」
と思えるようになり、少し気分が晴れたのです。
運転とは何か、被害者の思いなど学び、もう二
度とこのような交通事故を起こさないようにと
改めました。

私

刑務所での経験を役に立たせるよう、
これからの人生を頑張って生きたい、
被害者遺族のため、
許されることはないと思いますが、
少しでも認めてもらえるような
人間になっていきたいと思います。

代無職／死亡事故40
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両 親 へ の 誓い
　　　　　は今から約２年前に飲酒運転により

　　　　　運転免許を失いました。その日は会

　　　　　社の同僚とお酒を飲んでいましたが、

そろそろ帰ろうかと運転代行に電話をしたので

すが、１時間以上待ってもらうと言われたこと

で、同僚と一緒に車で寝てから帰ろうという事

になりました。

多少、飲み過ぎてしまったかなという思いもあ

りましたが、７時間近く休めたこともあって大

丈夫だろうという軽い気持ちで運転をしてしま

い、同僚を家まで送ろうと運転していたところ

で、警察の人に声をかけられたのです。

私は、かなり寝ていたし問題ないだろうと思っ

ていましたが、警察の人に「お酒くさいですね」

と言われ、私は「そんなはずない」と言ったの

ですが、実際はお酒が残った状態で、お酒の検

査結果は基準値を超える数値が出てしまったの

です。

数値が出てしまったことから自分で運転して帰

ることもできず、親や兄弟にも飲酒運転がばれ

てしまうという恥ずかしさと情けなさから、連

絡もできずに会社の社長に連絡をして来てもら

いました。

「お前これからどうやって生活していくのか、仕

事はどうするのか」

と言われたとき、自分は取り返しのつかない事

をしてしまったのだと実感しました。いざ免許

がなくなると運転ができなくなり仕事にも行け

ず、自業自得だとは分かっていても不安でしか

なく、夜も寝られなくなりました。

仕事の方は、会社の近くに引っ越しするなら仕

事を続けてもよいと言われ、親には仕事が忙し

いからと嘘をついて急いで引っ越しました。免

許がなくなり自転車で通勤していましたが、自

分が思っていたよりとても厳しかったです。

冬の雨の日に、体を震わせながら自転車に乗っ

ている自分が情けなくてたまらなくなりまし

た。２年以上経った今でも、両親は私が飲酒運

転により免許取消になった事を知りません。何

度も話そうと思いましたが、恥ずかしさと情け

なさから今も話せていません。「いつになった

ら顔見せに来るんだ」と、親に言われ、本当に

申し訳ない事をしてしまったと思っています。

今回のこの講習で学んだ事は、「飲酒運転は自

分1人の問題ではない」という事です。自分が

どんな事をしてしまったのかという事を再確認

し、飲んだら乗らないだけではなく、これから

は周りの人達にも積極的に注意していこうと思

います。

私

そして、
「二度とこのような事をしない！」
と両親に誓いたいと思います。

代土木建築業／飲酒30
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